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  明治安田損害保険株式会社（取締役社長 重森 豊）では掲題について別添資料により

お知らせいたします。 
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平成２１年１１月２５日 
平成２２年３月期  第２四半期決算の概況 

 

会   社   名 明治安田損害保険株式会社  ＵＲＬ http://www.meijiyasuda-sonpo.co.jp/ 

本 店 所 在 地 東京都千代田区神田司町２丁目１１番地１ 

代   表   者 役職名  取締役社長  

氏 名  重森 豊 

問 合 せ 先 責 任 者 役職名  収益管理部長 

          氏 名  松崎 順一 TEL (03)3257-3341 

連 結 決 算 の 有 無      無 

親 会 社 名 明治安田生命保険相互会社 親会社における当社の株式保有比率 １００％ 

 

１．経営成績（平成２１年４月１日～平成２１年９月３０日） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（注）金額は記載単位未満を切り捨てており、諸比率は四捨五入により表示しております。また、マイナスの 

場合は△表示しております。以下の諸表も同様であります。 

○正味損害率  ･･･ 
正味支払保険金＋損害調査費 

×１００ 
正味収入保険料 

○正味事業費率 ･･･ 
諸手数料及び集金費＋営業費及び一般管理費 

×１００ 
正味収入保険料 

なお、営業費及び一般管理費は保険引受に係るものに限ります。 
２．財政状態（平成２１年９月３０日現在） 

 （参考） 自己資本   平成 21 年 9月中間期   72,476 百万円  平成 21 年 3月期   73,250 百万円 

 

３．配当の状況 

（財）財務会計基準機構会員 

正味収入保険料 経 常 利 益 中間純利益

百万円 百万円 百万円

平 成 ２ １ 年 ９ 月 中 間 期 ６，６００ ４６９ １７１

平 成 ２ ０ 年 ９ 月 中 間 期 ６，９４３ １，１０２ ６１０

円 銭 ％ ％

平 成 ２ １ 年 ９ 月 中 間 期 ４２７ ７５ ４３．５ ４７．７

平 成 ２ ０ 年 ９ 月 中 間 期 １，５２６ ９１ ４１．１ ４６．１

正味損害率 正味事業費率１株当たり中間純利益

　（基準日） 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 年間
円　銭 円　銭 円　銭 円　　　銭 円　　　銭

平成２１年３月期 ― ― ― ２,６７２ ８４ ２,６７２ ８４

平成２２年３月期 ― ―

１株当たり配当金

総 資 産 純 資 産 自己資本比率

百万円 百万円 ％ 円 銭

平 成 ２ １ 年 ９ 月 中 間 期 ９７，３２３ ７２，４７６ ７４．５ １８１，１９１ ２０

平 成 ２ １ 年 ３ 月 期 ９８，６８９ ７３，２５０ ７４．２ １８３，１２５ ９４

１株当たり純資産
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４．その他 

（１）中間財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（中間財務諸表作成のための基

本となる重要な事項の変更に記載されるもの） 

① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 無 

② ①以外の変更 ： 無 

（２）発行済株式数（普通株式）   

① 期末発行済株式数 平成２１年９月中間期 400,000 株 平成２１年３月期 400,000 株

② 期末自己株式数 平成２１年９月中間期 ―  株 平成２１年３月期 ―  株
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【定性的情報・財務諸表等】 

 

１．経営成績に関する定性的情報 

・保険引受収益が６７億１２百万円、資産運用収益が３億８２百万円となり、経常収益は７０億

９６百万円となりました。一方、保険引受費用が４６億９２百万円、営業費及び一般管理費が

１９億３１百万円となり、経常費用は６６億２６百万円となりました。 

・この結果、経常利益は４億６９百万円となりました。経常利益に特別損失、法人税及び住民税、

ならびに法人税等調整額を加減した中間純利益は１億７１百万円となりました。 

 

 

２．財政状態に関する定性的情報 

・当中間会計期間末の総資産は、前年度末に比べて１３億６５百万円減少し、９７３億２３百

万円となりました。純資産については、前年度末に比べて７億７３百万円減少し、７２４億 

７６百万円となりました。 

 

 

３．中間財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（中間財務諸表作成のための 

基本となる重要な事項等の変更） 

・該当事項はありません 
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４．中間財務諸表

（単位：百万円、％）

金     額 構成比 金     額 構成比

　

2,539 2.61 2,040 2.07

86,008 88.37 86,824 87.98

12 0.01 15 0.02

3,827 3.93 3,848 3.90

2,147 2.21 2,277 2.31

1,990 2.05 2,987 3.03

797 0.82 696 0.71

△0 △0.00 △0 △0.00

97,323 100.00 98,689 100.00

22,923 23.55 22,749 23.05

支 払 備 金 4,572 4,582

責 任 準 備 金 18,350 18,167

1,749 1.80 2,517 2.55

未 払 法 人 税 等 483 385

そ の 他 の 負 債 1,266 2,131

131 0.14 137 0.14

42 0.04 34 0.03

価 格 変 動 準 備 金 42 34

24,847 25.53 25,438 25.78

52,000 53.43 52,000 52.69

8,730 8.97 8,730 8.85

資 本 準 備 金 8,730 8,730

11,233 11.54 12,131 12.29

利 益 準 備 金 213 －

そ の 他 利 益 剰 余 金 11,019 12,131

繰 越 利 益 剰 余 金 11,019 12,131

71,963 73.94 72,861 73.83

513 0.53 389 0.39

513 0.53 389 0.39

72,476 74.47 73,250 74.22

97,323 100.00 98,689 100.00

科　　　目　　　　　 （平成21年9月30日現在) （平成21年3月31日現在)

　（１）中間貸借対照表

当中間会計期間末 前事業年度末に係る要約貸借対照表

（ 資 産 の 部 ）

現 金 及 び 預 貯 金

貸 付 金

有 形 固 定 資 産

無 形 固 定 資 産

有 価 証 券

（ 負 債 の 部 ）

保 険 契 約 準 備 金

そ の 他 資 産

繰 延 税 金 資 産

貸 倒 引 当 金

資 産 の 部 合 計

特 別 法 上 の 準 備 金

そ の 他 負 債

賞 与 引 当 金

負 債 の 部 合 計

（ 純 資 産 の 部 ）

資 本 金

資 本 剰 余 金

利 益 剰 余 金

株 主 資 本 合 計

その他有価証券評価差額金

評 価 ・ 換 算 差 額 等 合 計

負 債 及 び 純 資 産 の 部 合 計

純 資 産 の 部 合 計

- 4 -



明治安田損害保険株式会社　平成２２年３月期 第２四半期決算の概況

（貸借対照表の注記） 

１． 会計方針に関する事項は以下のとおりであります。 

（１） 有価証券の評価基準及び評価方法は次のとおりであります。 

① その他有価証券のうち時価のあるものの評価は、中間会計期間の末日の市場価格等に基

づく時価法により行っております。なお、評価差額は全部純資産直入法により処理し、ま

た、売却原価の算定は移動平均法に基づいております。 

② その他有価証券のうち時価のないものの評価は、移動平均法に基づく原価法又は償却原

価法により行っております。 

（２） 有形固定資産の減価償却は定率法により行っております。ただし、平成１０年４月１日以降

に取得した建物（建物付属設備を除く）については、定額法により行っております。 

（３） 無形固定資産に計上している自社利用のソフトウェアの減価償却は、利用可能期間に基づく

定額法によっております。 

（４） 外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算は、外貨建取引等会計処理基準に準拠して行って

おります。 

（５） 貸倒引当金は、債権の貸倒れによる損失に備えるため、資産の自己査定基準及び償却・引当

基準に基づき、次のとおり計上しております。 

破産、特別清算、手形交換所における取引停止処分等、法的・形式的に経営破綻の事実が発

生している債務者に対する債権及び実質的に経営破綻に陥っている債務者に対する債権につい

ては、債権額から担保の処分可能見込額及び保証による回収が可能と認められる額等を控除し、

その残額を引き当てております。 

今後、経営破綻に陥る可能性が大きいと認められる債務者に対する債権については、債権額

から担保の処分可能見込額及び保証による回収が可能と認められる額を控除し、その残額のう

ち、債務者の支払能力を総合的に判断して必要と認められる額を引き当てております。 

上記以外の債権については、過去の一定期間における貸倒実績等から算出した貸倒実績率を

債権額に乗じた額を引き当てております。 

また、全ての債権は資産の自己査定基準に基づき、勘定科目主管部が資産査定を実施し、当

該部から独立した業務監査部が査定結果を監査しており、その査定結果に基づいて上記の引当

を行っております。 

（６） 賞与引当金は、従業員の賞与に充てるため、中間会計期間末の支給見込額を基準に計上して

おります。 

（７） 価格変動準備金は株式等の価格変動による損失に備えるため、保険業法第１１５条の規定に

準じて計上しております。 

（８） リース取引開始日が平成２０年３月３１日以前の所有権移転外ファイナンス・リース取引に

ついては、引き続き通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。 

（９） 消費税等の会計処理は税抜方式によっております。ただし、損害調査費、営業費及び一般管

理費等の費用は税込方式によっております。理費等の費用は税込方式によっております。

 なお、資産に係る控除対象外消費税等はその他資産に計上し、５年間で均等償却を行ってお

ります。 
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２． （１）支払備金の内訳は次のとおりであります。 

支払備金（出再支払備金控除前、（ロ）に掲げる保険を除く） ５，１０１百万円 

同上にかかる出再支払備金 ８６５百万円 

差引（イ）  ４，２３６百万円 

地震保険及び自動車損害賠償責任保険にかかる支払備金（ロ） ３３６百万円 

計（イ＋ロ） ４，５７２百万円 

（２）責任準備金の内訳は次のとおりであります。 

普通責任準備金（出再責任準備金控除前） ７，６５２百万円 

同上にかかる出再責任準備金 １，５４６百万円 

差引（イ） ６，１０６百万円 

その他の責任準備金（ロ） １２，２４４百万円 

計（イ＋ロ） １８，３５０百万円 

３．  中間会計期間の末日後に、当中間会計期間が属する事業年度(当中間会計期間を除く)以降の財

ぼ 象産又は損益に重要な影響を及ぼす事象は生じておりません。

４．  金額は記載単位未満を切り捨てて表示しております。 
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（単位：百万円）

（２）中間損益計算書

当中間会計期間

平成21年 4月 1日から

前中間会計期間

平成20年 4月 1日から

経　　常　　収　　益　　 7,785 7,096

7,351 6,712

(うち 正 味 収 入 保 険 料 ) ( 6,943 ) ( 6,600 )

(うち 収 入 積 立 保 険 料 ) ( 74 ) ( 52 )

(うち 積 立 保 険 料 等 運 用 益 ) ( 66 ) ( 49 )

保 険 引 受 収 益

金     額金     額

平成21年 9月30日まで科　　　目　　　　　 平成20年 9月30日まで

(うち 積 保 険 料 等 運 用 益 ) ( ) ( )

(うち 支 払 備 金 戻 入 額 ) ( 266 ) ( 9 )

431 382

(うち 利 息 及 び 配 当 金 収 入 ) ( 497 ) ( 432 )

(うち 積 立 保 険 料 等 運 用 益 振 替 ) ( △ 66 ) ( △ 49 )

2 1

経　　常　　費　　用 6,683 6,626

4 748 4 692保 険 引 受 費 用

資 産 運 用 収 益

そ の 他 経 常 収 益

4,748 4,692

(うち 正 味 支 払 保 険 金 ) ( 2,481 ) ( 2,484 )

(うち 損 害 調 査 費 ) ( 375 ) ( 385 )

(うち 諸 手 数 料 及 び 集 金 費 ) ( 1,334 ) ( 1,276 )

(うち 満 期 返 戻 金 ) ( 344 ) ( 363 )

(うち 責 任 準 備 金 繰 入 額 ) ( 213 ) ( 183 )

0 －

保 険 引 受 費 用

資 産 運 用 費 用 0

(うち 有 価 証 券 売 却 損 ) ( 0 ) ( － )

1,923 1,931

10 2

経    常    利    益 1,102 469

特    別    利    益 0 －

特    別    損    失 9 8

資 産 運 用 費 用

そ の 他 経 常 費 用

税 引 前 中 間 純 利 益

営 業 費 及 び 一 般 管 理 費

1,092 461

699 461

△217 △171

481 290

610 171中 間 純 利 益

税 引 前 中 間 純 利 益

法 人 税 及 び 住 民 税

法 人 税 等 調 整 額

法 人 税 等 合 計
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（損益計算書の注記） 

１．（１）正味収入保険料の内訳は次のとおりであります。 

収入保険料 ７，６９０百万円 

支払再保険料 １，０９０百万円 

差引 ６，６００百万円 

（２） 正味支払保険金の内訳は次のとおりであります。 

支払保険金 ２，７０４百万円 

回収再保険金 ２２０百万円 

差引 ２，４８４百万円 

（３） 諸手数料及び集金費の内訳は次のとおりであります。 

支払諸手数料及び集金費 １，４５３百万円 

出再保険手数料 １７６百万円出再保険手数料 １７６百万円

差引 １，２７６百万円 

（４） 支払備金繰入額（△は支払備金戻入額）の内訳は次のとおりであります。 

支払備金繰入額（出再支払備金控除前、（ロ）に掲げる保険を除く） △１４１百万円 

同上にかかる出再支払備金繰入額 △１３９百万円 

差引（イ） △１百万円 

震 険 自 車損害賠償責 険 支 金繰 （ ）地震保険及び自動車損害賠償責任保険にかかる支払備金繰入額（ロ） △７百万円 

計（イ＋ロ） △９百万円 

（５） 責任準備金繰入額（△は責任準備金戻入額）の内訳は次のとおりであります。 

普通責任準備金繰入額（出再責任準備金控除前） ４９５百万円 

同上にかかる出再責任準備金繰入額 １９４百万円 

差引（イ） ３００百万円 

その他の責任準備金繰入額（ロ） △１１７百万円 

計（イ＋ロ） １８３百万円 

（６） 利息及び配当金収入の内訳は次のとおりであります。 

預貯金利息 ０百万円 

有価証券利息・配当金 ３４８百万円 

貸付金利息 ０百万円貸付金利息 ０百万円

不動産賃貸料 ８０百万円 

その他利息・配当金 ３百万円 

計 ４３２百万円 

２． １株当たりの中間純利益の額は４２７円７５銭であります。 

算定上の基礎である中間純利益及び普通株式に係る中間純利益は１７１百万円、普通株式の

期中平均株式数は 千株であります期中平均株式数は４００千株であります。

潜在株式調整後１株あたりの中間純利益の額については、潜在株式が存在しないため記載し

ておりません。 

３． 金額は記載単位未満を切り捨てて表示しております。 
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明治安田損害保険株式会社　平成２２年３月期 第２四半期決算の概況

（単位：百万円）

（３）中間株主資本等変動計算書

前中間会計期間 当中間会計期間

 株主資本
資本金
　前期末残高 52,000 52,000
　当中間期変動額
　　当中間期変動額合計 － －
　当中間期末残高 52,000 52,000
資本剰余金

前中間会計期間 当中間会計期間

平成20年 4月 1日から 平成21年 4月 1日から
平成20年 9月30日まで 平成21年 9月30日まで

科 目

資本剰余金
　資本準備金
　　前期末残高 8,730 8,730
　　当中間期変動額
　　　当中間期変動額合計 － －
　　当中間期末残高 8,730 8,730
　資本剰余金合計
　　前期末残高 8,730 8,730
　　当中間期変動額
　　　当中間期変動額合計 － －

当中間期末残高 8 730 8 730　　当中間期末残高 8,730 8,730
利益剰余金
　利益準備金
　　前期末残高 － －
　　当中間期変動額
　　　利益準備金の積立 － 213
　　　当中間期変動額合計 － 213
　　当中間期末残高 － 213
　その他利益剰余金
　  繰越利益剰余金

前期末残高　　　前期末残高 10,848 12,131
　　　当中間期変動額
　　　　利益準備金の積立 － △213
　　　　剰余金の配当 － △1,069
　　　　中間純利益 610 171
　　　　当中間期変動額合計 610 △1,111
　　　当中間期末残高 11,459 11,019
　利益剰余金合計
　　前期末残高 10,848 12,131
　　当中間期変動額　　当中間期変動額
　　　剰余金の配当 － △1,069
　　　中間純利益 610 171
　　　当中間期変動額合計 610 △898
　　当中間期末残高 11,459 11,233
株主資本合計
　前期末残高 71,578 72,861
　当中間期変動額
　　剰余金の配当 － △1,069
　　中間純利益 610 171

当中間期変動額合計 610 △898　　当中間期変動額合計 610 △898
　当中間期末残高 72,189 71,963

 評価・換算差額等
その他有価証券評価差額金
　前期末残高 428 389
　当中間期変動額
　　株主資本以外の項目の当中間期変動額（純額） △227 124
　　当中間期変動額合計 △227 124
　当中間期末残高 201 513
評価・換算差額等合計
前期末残高　前期末残高 428 389

　当中間期変動額
　　株主資本以外の項目の当中間期変動額（純額） △227 124
　　当中間期変動額合計 △227 124
　当中間期末残高 201 513

 純資産合計
前期末残高 72,007 73,250
当中間期変動額
　剰余金の配当 － △1,069
　中間純利益 610 171
　株主資本以外の項目の当中間期変動額（純額） △227 124
　当中間期変動額合計 383 △773
当中間期末残高 72,390 72,476
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明治安田損害保険株式会社　平成２２年３月期 第２四半期決算の概況

（株主資本等変動計算書の注記）（株主資本等変動計算書の注記）

１．　発行済株式の種類及び総数に関する事項は以下のとおりであります。

(単位：株）

前事業年度末
株式数

当中間会計期間
増加株式数

当中間会計期間
減少株式数

当中間会計期間末
株式数

発 行 済 株 式 400,000 － － 400,000

普通株式 400,000 － － 400,000

合　計 400,000 － － 400,000

２．　配当に関する事項は以下のとおりであります。

配当金支払額

決議 株式の種類 配当金の総額 1株当たり配当額 基準日 効力発生日

平成21年6月26日

定 時 株 主 総 会
普通株式 1,069百万円 2,672円84銭 平成21年3月31日 平成21年6月29日

３．　金額は記載単位未満を切り捨てて表示しております。

（４）継続企業の前提に関する注記

定 時 株 主 総 会
普通株式 1,069百万円 2,672円84銭 平成21年3月31日 平成21年6月29日

該当事項はありません。
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明治安田損害保険株式会社　平成２２年３月期 第２四半期決算の概況

５．その他の情報

当中間期の損益状況

（単位：百万円，％）

前中間会計期間 当中間会計期間

科　　　目　　　　　 平成20年 4月 1日から 平成21年 4月 1日から

平成20年 9月30日まで 平成21年 9月30日まで

7,531 7,246 △284 △3.8

( 7 457 ) ( 7 194 ) ( △262 ) ( △3 5 )

比 較 増 減 増 減 率

（ 元 受 正 味 保 険 料 ）

元 受 正 味 保 険 料 （ 含 む 収 入 積 立 保 険 料 ）

当中間期の損益状況

( 7,457 ) ( 7,194 ) ( △262 ) ( △3.5 )

7,351 6,712 △639 △8.7

（ うち ） ( 6,943 ) ( 6,600 ) ( △343 ) ( △4.9 )

（ うち ） ( 74 ) ( 52 ) ( △21 ) ( △29.1 )

4,748 4,692 △56 △1.2

（ うち ） ( 2,481 ) ( 2,484 ) ( 2 ) ( 0.1 )

（ うち ） ( 375 ) ( 385 ) ( 10 ) ( 2 7 )

保 険 引 受 収 益

保 険 引 受 費 用

正 味 収 入 保 険 料

収 入 積 立 保 険 料

損 害 調 査 費

（ 元 受 正 味 保 険 料 ）

正 味 支 払 保 険 金

（ うち ） ( 375 ) ( 385 ) ( 10 ) ( 2.7 )

（ うち ） ( 1,334 ) ( 1,276 ) ( △57 ) ( △4.3 )

（ うち ） ( 344 ) ( 363 ) ( 18 ) ( 5.4 )

431 382 △49 △11.4

（ うち ） ( 497 ) ( 432 ) ( △65 ) ( △13.2 )

0 － △0 △100.0

（ うち ） ( 0 ) ( － ) ( △0 ) ( △100 0 )

諸 手 数 料 及 び 集 金 費

資 産 運 用 収 益

損 害 調 査 費

利 息 及 び 配 当 金 収 入

資 産 運 用 費 用

満 期 返 戻 金

有 価 証 券 売 却 損（ うち ） ( 0 ) ( ) ( △0 ) ( △100.0 )

1,923 1,931 7 0.4

（ ） ( 1,868 ) ( 1,873 ) ( 5 ) ( 0.3 )

△8 △0 7 －

1,102 469 △632 △57.4

（ ） ( 733 ) ( 145 ) ( △588 ) ( △80.2 )

0 － △0 △100 0特 別 利 益

経 常 利 益

保 険 引 受 利 益

有 価 証 券 売 却 損

そ の 他 経 常 損 益

営 業 費 及 び 一 般 管 理 費

保険引受に係る営業費及び一般管理費

0 △0 △100.0

9 8 △1 △13.0

△9 △8 1 －

1,092 461 △631 △57.8

699 461 △237 △33.9

△217 △171 45 －

481 290 △191 △39 7法 人 税 等 合 計

法 人 税 等 調 整 額

法 人 税 及 び 住 民 税

特 別 損 失

特 別 損 益

税 引 前 中 間 純 利 益

特 別 利 益

481 290 △191 △39.7

610 171 △439 △72.0

41.1 % 43.5 %

46.1 47.7

(注)保険引受利益＝保険引受収益－(保険引受費用＋保険引受に係る営業費及び一般管理費)±その他収支

なお、その他収支は自動車損害賠償責任保険等に係る法人税相当額などであります。

法 人 税 等 合 計

諸
比
率

中 間 純 利 益

正 味 事 業 費 率

正 味 損 害 率
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明治安田損害保険株式会社　平成２２年３月期 第２四半期決算の概況

種目別保険料・保険金

元受正味保険料（除く収入積立保険料） （単位：百万円，％）

種      目

244

当中間会計期間

3 4 △9 3

金 額

平成21年 4月 1日から

平成21年 9月30日まで

前中間会計期間

平成20年 4月 1日から

平成20年 9月30日まで

構 成 比
対前年増減

（△）率
金 額 構 成 比

火 災 269 3 6

自 動 車

4.7 370 5.2 

自 動 車 損 害 賠 償 責 任 － 

労 働 者 災 害 補 償 責 任 331 4.4 

6.1 そ の 他

－ 

315 4.4 △4.7 

賠 償 責 任 587 7.9 520 7.2 △11.4 

244 

－ 

5,742 

△0 

－  － 

△0.0 △0 △0.0 

－  

3.4 

傷 害 5,919 79.4 

△9.3 

△3.0 79.8 

火 災 269 3.6 

349 

正味収入保険料 （単位：百万円，％）

種      目

平成21年 4月 1日から

金 額 構 成 比
対前年増減

（△）率
構 成 比金 額

当中間会計期間

平成21年 9月30日まで

100.0 △3.5 合 計 7,457 7,194 

平成20年 4月 1日から

前中間会計期間

100.0 

平成20年 9月30日まで

そ の 他

傷 害

火 災

労 働 者 災 害 補 償 責 任

0

賠 償 責 任 280 

△9.4 

315 4.5 299 4.5 

182 2.6 2.5 165 

4.0 236 3.6 

58.3 

△15.7 

△5.0 

403 5.8 402 6.1 △0.2 

0.0 1 

173 2.5 121 1.8 

0.0 

5,587 80.5 5,373 81.4 △3.8 

△30.1 

自 動 車

自 動 車 損 害 賠 償 責 任

正味支払保険金 （単位：百万円，％）

種      目

そ 他

金 額

平成20年 9月30日まで

損 害 率 （△）率 損 害 率 (比較増減(△))

正 味
金 額

対前年増減 正 味
平成21年 9月30日まで

合 計 6,943 100.0 6,600 

当中間会計期間

平成21年 4月 1日から

前中間会計期間

平成20年 4月 1日から

100.0 △4.9 

火 災

傷 害

自 動 車

自動車損害賠償責任

賠 償 責 任

労働者災害補償責任

そ の 他 0 6

△20.2)(     

32 18.2)(       

104 38.2 41 

56 72.9 

467 △9.8 

73 6101

18.0 

116.2 △12.3)(     

6 5)(100

32.5 

518 128.5 

67 1

△60.7 

14.3 

△16,982.1)( 

36.5 5.1)(        

68 57.3 

21,343.0 50 △64.6 4,360.9 141 

45.7)(       

1,515 31.4 1,680 10.9 

87 28.0 103.0 

害 害

そ の 他

合 計

（注）正味損害率は正味支払保険金に損害調査費を加えて算出しております。

2.4)(        2,481 41.1 2,484 0.1 

0.6 73.6 

43.5 

101 6.5)(       100 67.1 
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明治安田損害保険株式会社　平成２２年３月期 第２四半期決算の概況

(単位：百万円)

種 類
取得原価 差     額 取得原価 差     額

公 社 債 85,202 86,006 804 86,110 86,720 609

株 式 － － － － － －

外 国 証 券 － － － 99 100 0

そ の 他 － － － － － －

合 計 85,202 86,006 804 86,210 86,820 609

（注）上表は時価のあるその他有価証券について記載しております。

貸借対照表
計上額

貸借対照表
計上額

有価証券

当中間会計期間末 前事業年度末

（平成21年9月30日現在) （平成21年3月31日現在)
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明治安田損害保険株式会社　 平成２ ２ 年３ 月期 第２ 四半期決算の概況

ソルベンシー・マージン比率
（単位：百万円、％）

(A) ソルベンシー・マージン総額 86,627 85,906

  資本金又は基金等 71,963 71,792

  価格変動準備金 42 34

  危険準備金 21 19

  異常危険準備金 6,711 6,504

  一般貸倒引当金 0 －

  その他有価証券の評価差額（税効果控除前） 724 548

  土地の含み損益 871 808

  払戻積立金超過額 － －

  負債性資本調達手段等 － －

  控除項目 － －

  その他 6,293 6,198

(B) リスクの合計額

    (Ｒ１＋Ｒ２)
２＋(Ｒ３＋Ｒ４)

２＋Ｒ５＋Ｒ６

一般保険リスク（Ｒ１） 1,012 1,035
第三分野保険の保険リスク（Ｒ２） － －
予定利率リスク（Ｒ３） 5 5
資産運用リスク（Ｒ４） 971 951
経営管理リスク（Ｒ５） 57 61
巨大災害リスク（Ｒ６） 873 1,080

(C) ソルベンシー・マージン比率
[(Ａ)／｛(Ｂ)×1/2｝]×100

7,411.5 6,733.3

(注) 上記の金額及び数値は、保険業法施行規則第86条及び第87条並びに平成8年大蔵省告示第50号の規定に基づいて
算出しております。

   ＜ソルベンシー･マージン比率＞
・ 損害保険会社は、保険事故発生の際の保険金支払や積立型保険の満期返戻金支払等に備えて準備金を積み立てております
 が、巨大災害の発生や、損害保険会社が保有する資産の大幅な価格下落等、通常の予測を超える危険が発生した場合でも、
 十分な支払能力を保持しておく必要があります。

・ こうした「通常の予測を超える危険」を示す「リスクの合計額」（上表の(B)）に対する「損害保険会社が保有している
 資本金・準備金等の支払余力」（すなわちソルベンシー・マージン総額：上表の(A)）の割合を示す指標として、保険業法
 等に基づき計算されたのが、「ソルベンシー・マージン比率」（上表の(C)）であります。

・ 「通常の予測を超える危険」とは、次に示す各種の危険の総額であります。
   ①保険引受上の危険     ：保険事故の発生率等が通常の予測を超えることにより発生し得る危険（巨大災害に係る危険を
     （一般保険リスク）     除く。）
     （第三分野保険の保険リスク）
   ②予定利率上の危険     ：実際の運用利回りが保険料算出時に予定した利回りを下回ることにより発生し得る危険
     （予定利率リスク）     
   ③資産運用上の危険     ：保有する有価証券等の資産の価格が通常の予測を超えて変動することにより発生し得る危険等
     （資産運用リスク） 
   ④経営管理上の危険     ：業務の運営上通常の予測を超えて発生し得る危険で上記①～③及び⑤以外のもの
     （経営管理リスク）     
   ⑤巨大災害に係る危険   ：通常の予測を超える巨大災害（関東大震災や伊勢湾台風相当）により発生し得る危険
     （巨大災害リスク）     

・ 「損害保険会社が保有している資本金･準備金等の支払余力」（ソルベンシー・マージン総額）とは、損害保険会社の純資
 産（社外流出予定額等を除く）、諸準備金（価格変動準備金･異常危険準備金等）、土地の含み益の一部等の総額であります。

・ ソルベンシー・マージン比率は、行政当局が保険会社を監督する際に活用する客観的な判断指標のひとつですが、その数
 値が200％以上であれば｢保険金等の支払能力の充実の状況が適当である｣とされております。

当中間会計期間末 前事業年度末

（平成21年9月30日現在） （平成21年3月31日現在）

2,337 2,551

※平成23年11月21日付の『「平成23年3月期 決算の概況について」等の一部訂正について』の内容を反映しています。
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                  明治安田損害保険株式会社 平成２２年３月期 第２四半期決算の概況 

 

参考 

－参考資料－ 

 

証券化商品等への投資及びサブプライム関連投資の状況 

 

 

 

①特別目的事業体（SPEs） 

  該当ありません 

 

②債務担保証券（CDO） 

  該当ありません 

 

③商業用不動産担保証券（CMBS） 

  該当ありません 

 

④レバレッジド・ファイナンス 

  該当ありません 

 

⑤その他 

  当社ではサブプライムローン関連の商品への直接投資はありません。 

 

 

以上 
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